
※第 2 回（R2.4.27-5.4）として予定していた国際青年会議は、コロナの世界的流行により開催中止。 

第１回ヴォルフスブルグ市国際青年会議の様子（H30.4/29～5/7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青年会議全体を通して私が感じたことは、他国

の若者がとても積極的であるということです。

英語、つまり第二言語でディスカッションをす

ることに対して何の抵抗もない彼らの発言力

に驚きました。普段の学校生活では経験のでき

ない、新鮮な体験で、自分にとって良い刺激と

なりました。 

 

午前中に行われた会議で一番印象に残ったの

は三日目の「ステレオタイプと偏見」というト

ピックでした。この会議を通じて、一つのこと

に対してさまざまな方法で情報を得て、すべて

の情報を信じ込まない事が大切である事、相手

が何教、何人であってもそれだけで判断をせず

に、自分からその人と話すことが大切だと学び

ました。 

 

世界中から集まった同世代の人と寝食を共に

し、数多くの貴重な体験と新たな友人を多くつ

くることができました。それぞれの国の文化や

宗教、育ってきた環境によって、行われている

ボランティア活動に差があったり、フェイクニ

ュースに対する考え方、SNS の扱い方などに

大きな違いがあったりと、日本では得ることの

できない違ったものの見方や考え方、習慣など 

を学ぶことができました。 

☚青年会議中各国で意見をまとめている様子 

☚青年会議の様子 

☚青年会議参加者達と 


